
工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表（森林整備）別紙－３

［記入方法］評価対象項目は左□にレマーク、評価項目は右□にレマークを記入する。 （ 検査員 ）

１／５ページ契約管理番号：
工 事 名：

考査項目 細別

２．施工状況 Ⅰ．施工管理

「評価対象項目」

ａ

優れている

ａ´ ｂ

やや優れている

ｂ´ ｃ

他の評価に該当しな
い

ｄ

やや劣っている

ｅ

劣っている

□ 施工管理について、監督職員からの文書による改善指示に従わなかった。

上記該当項目があれば・・・・・・・・・・ｅ

□ 施工管理について、監督職員が文書による改善指示を行った。

上記該当項目があれば・・・・・・・・・・ｄ

□□ 契約書１７条第１項第１号～５号に基づく設計図書の照査を行っていることが確認できる。

□□ 施工計画書が工事着手前に提出され、所定の項目が記載されているとともに、設計図書の内容及び現場条件を反映したものとなっていることが確認で
きる。

□□ 工事期間を通じて、施工計画書の記載内容と現場施工方法が一致していることが確認できる。

□□ 現場条件又は計画内容に変更が生じた場合は、その都度当該工事着手前に変更計画書を提出していることが確認できる。

□□ 工事材料の品質に影響が無いよう工事材料を保管していることが確認できる。

□□ 立会確認の手続きを事前に行っていることが確認できる。
□□ 施工体制台帳及び施工体系図を法令等に沿った内容で適確に整備していることが確認できる。

□□ 下請に対する引き取り（完成）検査を書面で実施していることが確認できる。

□□ 品質証明体制が確立され、品質証明員による関係書類、出来形、品質等の確認を工事全般にわたって行っていることが確認できる。

□□ 工事の関係書類を不足なく簡潔に整理していることが確認できる。

□□ 社内の管理基準に基づき管理していることが確認できる。

□□ その他（理由： ）

※評価値が９０％以上・・・・・・・・・・ａ
※評価値が８０％以上９０％未満・・・・・ｂ
※評価値が８０％未満・・・・・・・・・・ｃ

① 当該「評価対象項目」のうち、評価対象外の項目は削除する。
② 削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として、比率（％）
計算の値で評価する。
③ 評価値（ ％）＝（ ）評価数／（ ）評価対象項目数
④ なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はｃ評価とする。



工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表（森林整備）別紙－３

［記入方法］該当する項目の□にレマークを記入する。 （ 検査員 ）

２／５ページ契約管理番号：
工 事 名：

３．出来形及
び出来ばえ

考査項目 細別 工種

Ⅰ．出来形 森林整備

「評価対象項目」

ａ

出来形の測定が､必
要な測定項目につい
て所定の測定基準に
基づき行われてお
り､測定値が規格値
を満足し､そのばら
つきが規格値の概ね
50％以内で､下記の
「評価対象項目」の
４項目以上が該当す
る。

ａ´

出来形の測定が､必
要な測定項目につい
て所定の測定基準に
基づき行われてお
り､測定値が規格値
を満足し､そのばら
つきが規格値の概ね
50％以内で､下記の
「評価対象項目」の
３項目以上が該当す
る。

ｂ

出来形の測定が､必
要な測定項目につい
て所定の測定基準に
基づき行われてお
り､測定値が規格値
を満足し､そのばら
つきが規格値の概ね
80％以内で､下記の
「評価対象項目」の
３項目以上が該当す
る。

ｂ´

出来形の測定が､必
要な測定項目につい
て所定の測定基準に
基づき行われてお
り､測定値が規格値
を満足し､そのばら
つきが規格値の概ね
80％以内で､下記の
「評価対象項目」の
２項目以上が該当す
る。

ｃ

出来形の測定が､必
要な測定項目につい
て所定の測定基準に
基づき行われてお
り､測定値が規格値
を満足し､ａ～ｂ'に
該当しない。

ｄ

文書による改善指示
を行った。

ｅ

文書による改善指示
に従わなかった。

□ 出来形の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査職員が修補指示を行った。

上記該当項目があれば・・・・・・・・・・ｅ

□ 出来形の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督職員が文書で指示を行い改善された。

上記該当項目があれば・・・・・・・・・・ｄ

□ 出来形管理が容易に把握できるよう、出来形管理図及び出来形管理表を工夫していることが確認できる。

□ 社内の管理基準に基づき管理していることが確認できる。

□ 不可視部分の出来形が写真で確認できる。

□ 写真管理基準の管理項目を満足している。

□ 出来形管理基準が定められていない工種について、監督職員と協議の上で管理していることが確認できる。

□ その他（理由： ）

※上記該当項目を評価した後に、以下のばらつきの評価をして下さい。

□ ばらつき ５０％以内

□ ばらつき ８０％以内

□ ばらつき ８０％超

□ ばらつきで判断不可能

① 出来形の評定は、工事全般を通したものとする。
② 出来形とは、設計図書に示された工事目的物の形状寸法である。
③ 出来形管理とは、「土木工事施工管理基準」の測定項目、測定基準及び
規格値に基づく形状寸法を確保する管理体系である。
④ 出来形管理項目がない場合は「c」評価とする。



工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表（森林整備）別紙－３

［記入方法］評価対象項目は左□にレマーク、評価項目は右□にレマークを記入する。 （ 検査員 ）

３／５ページ契約管理番号：
工 事 名：

３．出来形及
び出来ばえ

考査項目 細別 工種

Ⅱ．品質 森林整備

「評価対象項目」

ａ

優れている

ａ´

ｂより優れている

ｂ

やや優れている

ｂ´

ｃより優れている

ｃ

他の評価に該当しな
い

ｄ

文書で指示を行った

ｅ

修補指示を行った

□ 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査職員が修補指示を行った。

上記該当項目があれば・・・・・・・・・・ｅ

□ 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督職員が文書で指示を行い改善された。

上記該当項目があれば・・・・・・・・・・ｄ

□□ 仮植管理が適切に行われていた。

□□ 苗の規格が均一性のとれたものである。

□□ 活着管理が適切に行われている。

□□ 樹木等に損傷がなく適切に行われている。

□□ 樹木の生育に支障ない施工処理がされている。

□□ 適正な施肥処理がなされている。

□□ 作業施工後の後かたづけが適切に行われている。

□□ 枝打ち切断面部の幹皮がむかれていない。

□□ 区域内の作業が均一にされており良好である。

□□ 忌避剤等の特徴を把握し施工されている。

※評価値が９０％以上・・・・・・・・・・ａ
※評価値が８０％以上９０％未満・・・・・ａ´
※評価値が７０％以上８０％未満・・・・・ｂ
※評価値が６０％以上７０％未満・・・・・ｂ´
※評価値が６０％未満・・・・・・・・・・ｃ

① 当該「評価対象項目」のうち、評価対象外の項目は削除する。
② 削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として、比率（％）
計算の値で評価する。
③ 評価値（ ％）＝（ ）評価数／（ ）評価対象項目数
④ なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はｃ評価とする。



工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表（森林整備）別紙－３

［記入方法］該当する項目の□にレマークを記入する。 （ 検査員 ）

４／５ページ契約管理番号：
工 事 名：

３．出来形及
び出来ばえ

考査項目 細別 工種

Ⅲ．出来ばえ 植栽

「評価対象項目」

ａ

優れている

ａ´ ｂ

やや優れている

ｂ´ ｃ

他の評価に該当しない

ｄ

劣っている

□ 適正な仮植管理がしてある。

□ 樹木の活着状況がよい。

□ 苗列間が均一に施工され全体的な美観がよい。

□ 植栽本数が設計図書どおりである。

※評価項目の該当４項目・・・・・・・・・ａ
※評価項目の該当３項目・・・・・・・・・ｂ
※評価項目の該当２項目・・・・・・・・・ｃ
※評価項目の該当１項目以下・・・・・・・ｄ

下刈り

「評価対象項目」

ａ

優れている

ａ´ ｂ

やや優れている

ｂ´ ｃ

他の評価に該当しない

ｄ

劣っている

□ 地際より丁寧に刈り払われている。

□ 作業中の他の植栽木を損傷していない。

□ 刈り払い物が、植栽木の支障とならないよう適切な処理がしてある。

□ 植栽木につる等が巻き付いていない。

□ 区域内の全体的な美観がよい。

※評価項目の該当５項目・・・・・・・・・ａ
※評価項目の該当４項目・・・・・・・・・ｂ
※評価項目の該当３項目・・・・・・・・・ｃ
※評価項目の該当２項目以下・・・・・・・ｄ

本数調整伐

「評価対象項目」

ａ

優れている

ａ´ ｂ

やや優れている

ｂ´ ｃ

他の評価に該当しない

ｄ

劣っている

□ 地際近く伐採されている。

□ 対象木以外の立木を損傷していない。

□ 伐倒木がかかり木、宙吊りのまま放置されていない。

□ 伐倒木の処理が適切に処理されている。

□ 区域内の全体的な美観がよい。

※評価項目の該当５項目・・・・・・・・・ａ
※評価項目の該当４項目・・・・・・・・・ｂ
※評価項目の該当３項目・・・・・・・・・ｃ
※評価項目の該当２項目以下・・・・・・・ｄ



工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表（森林整備）別紙－３

［記入方法］該当する項目の□にレマークを記入する。 （ 検査員 ）

５／５ページ契約管理番号：
工 事 名：

３．出来形及
び出来ばえ

考査項目 細別 工種

Ⅲ．出来ばえ 枝打

「評価対象項目」

ａ

優れている

ａ´ ｂ

やや優れている

ｂ´ ｃ

他の評価に該当しない

ｄ

劣っている

□ 枝の切断面が仕様書とおりで丁寧に処理されている。

□ 枝の切断面に幹皮がむかれていない。

□ 枝落としを適期に行っている。

□ 落した枝の整理がされている。

□ 区域内の全体的な美観がよい。

※評価項目の該当５項目・・・・・・・・・ａ
※評価項目の該当４項目・・・・・・・・・ｂ
※評価項目の該当３項目・・・・・・・・・ｃ
※評価項目の該当２項目以下・・・・・・・ｄ


